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東北大学附属図書館常設展 
 
 附属図書館本館では、常設展『桜－日本人のシンボル』を開催中です。 
 
 日本人を象徴する花――桜。人々は桜の花に何を想い、何を感じ、何を託してき

たのでしょうか。 

 

今回の常設展では、江戸時代の資料を中心に、日本人と桜との関わりについて紹

介いたします。 
 

 桜咲き、桜舞う季節に、ぜひご来館ください。 
 

 展示内容：『桜－日本人のシンボル』 
◇ 主な展示資料：『新選三十六歌仙』、『徒然草絵抄』、『江戸名所花暦』、『東海

道名所風景』、『桜品』ほか、約 30点 

 展示期間：平成 21年 3月～平成 21年 5月中旬（予定） 
◇ 平日 8:45～21:00 
◇ 土・日・祝日 10:00～19:00 
※ 開館時間に変更がある場合があります。より詳しくは「図書館カレンダー」をご参照くださ
い。http://www.library.tohoku.ac.jp/calendar/calendar_main1.html 

 展示場所：東北大学附属図書館本館 エントランスホール展示コーナー（入場無料） 
           仙台市青葉区川内 27-1 
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← 歌川豊国 『東海道名所風景』 


